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お知らせ
　今年も、支部通信員会議を開催
します。取材記事を作成しながら、
支部通信員同士の交流を深めたい
と思います。
日時　11月7日（土）
　　　午前10時～午後3時30分
会場　名古屋港水族館
　　　（名古屋市港区港町1-3）
備考　生き物の生態等について取
　　　材します。
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八
月
三
十
日
（
日
）
、
全
建

愛
知
会
館
に
て
「
第
三
次
／
一

万
三
千
人
五
ヵ
年
計
画
」
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
標
に
「
組
織

拡
大
出
陣
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
役
職
員
総
勢
七
十

二
名
が
参
加
し
、
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
（
九
～
十
一
月
）
に
向
け
、

組
織
拡
大
行
動
へ
の
士
気
高
揚

と
意
志
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
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各
支
部
の
取
り
組
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

　
各
支
部
役
員
に
よ
り
、
組
合

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
タ
オ
ル
、
そ

し
て
エ
コ
バ
ッ
ク
等
を
配
布
す

る
な
ど
、
今
年
度
も
各
支
部
で

特
色
を
活
か
し
た
組
織
拡
大
行

動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
、
千
種
・
東
、
緑
支

部
の
組
織
拡
大
行
動
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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千
種
支
部
・
東
支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

　
九
月
十
二
日
（
土
）
千
種
支

部
と
東
支
部
そ
れ
ぞ
れ
で
組
織

拡
大
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
千
種
支
部
は
三
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
、
今
ま
で
は
、
現
場
訪
問

を
中
心
に
建
材
店
・
金
物
店
へ

伺
っ
て
全
建
愛
知
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
朝

か
ら
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
手
法

を
変
え
て
、
組
合
員
さ
ん
宅
訪

問
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
、
全
建
愛
知
で

す
」
と
声
を
掛
け
て
も
、
ど
の

お
宅
も
加
入
し
て
い
る
組
合
員

さ
ん
だ
と
い
う
仲
間
意
識
か

ら
、
話
の
要
点
も
的
を
し
ぼ
る

こ
と
が
で
き
、
組
織
拡
大
の
必

要
性
が
直
ぐ
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
訪
問
中
の
あ
る
お

宅
で
は
、
材
料
納
入
業
者
が
施

主
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、
仕
事
不
足
・
低
単
価
・

低
賃
金
が
当
た
り
前
の
挨
拶
に

な
っ
て
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
に

こ
や
か
に
応
対
を
し
て
も
ら
え

る
と
、
元
気
が
も
ら
え
、
も
う

一
軒
次
へ
行
こ
う
と
い
う
気
に

な
り
ま
す
。
「
数
は
力
」
の
組

織
拡
大
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
【
丹
羽
文
秀
通
信
員
】
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九
月
十
五
日
（
火
）
、
緑
支

部
役
員
九
名
に
て
組
織
拡
大
行

恩
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畳店へ訪問し、未加入者の職人さんへ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　熱心に組合制度を説明する役員

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で

現
場
が
動
い
て
な
い
所
も
あ

り
、
そ
し
て
何
よ
り
大
手
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
が
多
く
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
職
人
さ
ん
に
出

会
え
な
い
中
で
も
、
何
と
か
現

場
を
見
つ
け
て
は
資
料
を
手
に

組
合
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

　
安
全
を
第
一
に
考
え
て
い
る

た
め
か
、
大
き
な
現
場
に
は
ノ

ー
ヘ
ル
・
T
シ
ャ
ツ
姿
で
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
な
の
で

そ
の
点
が
、
今
後
の
課
題
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
あ
る
現
場
で
、
ベ
テ
ラ
ン
大

工
さ
ん
夫
婦
に
お
会
い
し
話
を

聞
い
て
い
た
だ
き
、
一
家
の
財

布
を
握
る
奥
様
は
「
人
工
賃
が

下
が
っ
た
か
ら
、
保
険
料
が
安

く
な
る
な
ら
考
え
る
わ
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
我
々
、
建
築
関
係
者
に
と
っ

て
一
番
と
い
っ
て
い
い
程
厳
し

い
時
期
に
、
皆
が
思
っ
て
い
る

切
実
な
思
い
を
生
で
聞
く
こ
と

が
で
き
た
一
日
で
し
た
。
　
　

　
　
　
　
【
佐
々
木
隆
司
　
記
】

　
九
月
三
十
日
（
水
）
全
建
総

連
は
、
建
設
不
況
打
開
の
た
め
、

総
選
挙
後
、
全
国
会
議
員
に
全

建
総
連
の
制
度
・
政
策
要
求
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
「
全
建
総
連
９
・
３
０
建

設
不
況
打
開
・
生
活
危
機
突
破

中
央
決
起
集
会
」
を
東
京
社
会

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
四
役
等

六
名
が
参
加
し
、
全
国
で
は
四

十
六
県
連
組
合
・
千
六
十
三
名

が
集
結
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
折
谷

副
委
員
長
は
「
建
設
国
保
の
育

成
・
強
化
を
全
て
の
国
会
議
員

に
要
請
し
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
建
設
不
況
打
開
の
第

一
歩
と
し
て
集
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
百
四
十
六
名
の
国

会
議
員
等
が
駆
け
つ
け
、
党
代

表
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

　
「
大
衆
増
税
反
対
。
増
税
は
絶

対
に
許
し
ま
せ
ん
」
と
、
声
高
々

と
訴
え
る
の
は
、
新
山
税
金
対

策
部
長
で
す
。

　
国
は
、
こ
れ
ま
で
高
額
所
得

者
・
大
企
業
に
減
税
を
し
な
が

ら
、
私
た
ち
に
は
、
所
得
控
除

縮
小
・
廃
止
、
給
与
所
得
控
除

縮
小
な
ど
を
行
い
、
未
だ
増
税

路
線
を
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
九
月
二
十
四
日

（
木
）
新
山
税
金
対
策
部
長
は

じ
め
、
部
員
二
名
と
書
記
長
、

書
記
局
員
四
名
の
総
勢
八
名

で
、
金
山
総
合
駅
を
行
き
来
す

チラシを渡す新山税対部長（左）

全
建
総
連
か
ら
諸
要
求
実
現

に
向
け
た
要
請
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
基
調
報
告
後
、
山
田
副
委
員

長
（
全
建
愛
知
執
行
委
員
長
）

等
か
ら
力
強
い
決
意
表
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
集
会
で
意
思
統
一
を
図
っ
た

後
、
地
元
国
会
議
員
へ
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

る
大
勢
の
方
々
に
、「
大
衆
増
税

反
対
」
を
強
く
訴
え
な
が
ら
チ

ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
駅
を
利
用
す
る
方
々
は
、
増

税
に
関
し
不
満
を
持
つ
方
が
多

く
、
私
た
ち
の
訴
え
に
耳
を
傾

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
政
権
が
交
代
し
、
政
治
改
革

が
見
込
ま
れ
る
中
、
私
た
ち
大

衆
に
更
な
る
増
税
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
税
金
の
無
駄
遣
い

を
な
く
す
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
全
建
愛
知
は
断
固

と
し
て
大
衆
増
税
反
対
を
訴
え

な
が
ら
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
く
よ
う
更
な
る
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

現
場
を
訪
問
し
、
組
合
説
明
を
す
る
役
員
（
左
）

各
支
各
支
部部
、、
拡
大
に
全
力
を

拡
大
に
全
力
を
注注
ぐぐ

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組
合合

組織拡大強化月間
9月～11月

大
衆
増
税
反
対
行
動
実

大
衆
増
税
反
対
行
動
実
施施

税金対策部

増
税
反
対
を
訴
え

増
税
反
対
を
訴
え
たた

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
全
建
総
連
第
五
十
回
定
期
大

会
が
十
月
二
十
一
日
（
水
）
～

二
十
三
日
（
金
）
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田

区
丸
の
内
）
で
開
催
さ
れ
、
全

国
の
仲
間
三
千
七
十
七
人
が
集

結
し
ま
し
た
。

全国から3,077人が集結

　
組
合
か
ら
は
、
四
役
専
門
部

長
等
は
じ
め
、
総
勢
二
十
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
に
て
、
運
動
方
針

案
が
提
案
さ
れ
、
白
熱
し
た
討

議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
、
第
八
分
科
会
（
共

済
福
祉
部
）
で
は
、
全
建
愛
知

／
山
﨑
共
済
福
祉
部
長
が
分
科

会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
大
会
の
詳
細
は
、
十
二
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9・30中央決起集会の様子

建
設
不
況
打
開
・
生
活
危
機
突
破

仕
事
と
く
ら
し
守
れ

全建総連
9．30

中央決起集会

来
賓
に
仙
谷
　
　
・
長
妻
　
　

山
﨑
　
　
分
科
会
議
長
務
め
た

全建総連
第50回定期大会

共
済
福
祉

部
　
　
長

大
　
臣

行
政
刷
新

厚
生
労
働

大
　
臣



【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
組
合
で
実
施

す
る
「
集
団
健
康
診
断
」
及
び

契
約
す
る
健
診
機
関
で
の
「
健

康
診
断
」
を
主
体
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
四
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
支
援
金
へ

の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険
料
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
今
年
度
は
大
腸
が

ん
検
診
（
二
日
法
）
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
必
須
項
目
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
の
実
費
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
康
診
断
の

　
集
団
健
康
診
断
の
　
　

受
診
資

　
　
　
　
受
診
資
格格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
九
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・

　
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・
血
液

　
検
査
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

※
今
年
度
は
、
愛
知
県
栄
養
士

　
会
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
教

　
室
」
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
費
の
補

　
助
（
五
百
円
）
の
支
給
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
当

　
日
、
必
ず
窓

　
口
へ
「
健
康

　
保
険
証
」
を

　
提
示
し
て
受

　
診
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、

　
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し

　
ま
せ
ん
。

契
約
健
診
機
関
以

契
約
健
診
機
関
以
外外

　
で
受
診
す
る
場

で
受
診
す
る
場
合合

　
契
約
健
診
機

関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る

場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条

件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）

を
満
た
し
て
い

な
い
と
補
助
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
節
目

健
診
（
四
十
歳
以
上
七
十
歳
ま

で
五
歳
刻
み
）
が
廃
止
さ
れ
、

新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
補
助
が
で

き
ま
し
た
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補
助助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
と
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
事
業
所

　
の
従
業
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基
本

健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が

ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）
さ
れ

れ
ば
、
一
万
五
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
人

　
間
ド
ッ
ク
補
助
を
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
康

　
診
断
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

　
組
合
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２２
．．適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い

適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
事
業

　
所所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、

当
日
、
健
診
終
了
ま
で
水
以
外

の
摂
取
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な
ど

も
検
査
数
値
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
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契
約
健
診
機
関
ででででででででででででででででででででででででででででででで
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あ
れ
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様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様
ののののののののののののののののののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
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健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し
で
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
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で
き
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

集団健康診断日程表

会場所在地会場名受付時間曜日月

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日1

11

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日8

名古屋市港区全建愛知会館9:30～11:30日15

北名古屋市北名古屋市健康ドーム9:30～11:30日22

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日29

海部郡美和町美和町文化会館

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日6
12

豊橋市アイプラザ豊橋9:30～11:30日13

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。

　また、事前予約の必要はございません。なお、受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑

　する場合があります。所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。

※今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

集
団
健
康
診
断
開

集
団
健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

7月より実施

　今月の組合費等の自

動引落日は27日（金）

です。26日（木）まで

に、預金残高をご確認く

ださい。尚、引落不能

の場合は、右

表のとおり翌

月に延滞金が

加算されます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　11月15日（日）

　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

    ／ 050-3785-1684

　 ／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター



労
災
保
険
Ｑ
＆

労
災
保
険
Ｑ
＆
ＡＡ

Ｑ
　
労
災
保
険
っ
て
何
で
し
ょ

　
う
か
？

Ａ
　
仕
事
中
の
ケ
ガ
は
原
則
、

　
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
仕
事
中
の
ケ
ガ
を

　
補
償
す
る
の
が
労
災
保
険

　
で
す
。
病
院
代
は
、
原
則
無

　
料
で
す
。

Ｑ
　
労
災
保
険
へ
の
加
入
手
続

　
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

　
す
か
？

Ａ
　
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
の
手

　
続
き
、
二
つ
の
方
法
が
あ
り

　
ま
す
。

Ｑ
　
現
場
で
労
災
保
険
に
加
入

　
し
ろ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

　
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
　
最
近
は
と
て
も
多
い
相
談

　
内
容
で
す
。
月
途
中
で
も
す

　
ぐ
に
ご
対
応
い
た
し
ま
す

　
の
で
、
状
況
を
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

Ｑ
　
一
人
親
方
労
災
保
険
だ
け

　
入
れ
ま
す
か
？

Ａ
　
組
合
＋
労
災
保
険
加
入
が

　
必
要
で
す
。
組
合
へ
の
加
入

　
は
必
須
で
す
が
、
健
康
保
険

　
は
必
ず
加
入
と
い
う
わ
け
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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雇
用
保
険
に
つ
い
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

雇
用
保
険
Ｑ
＆

雇
用
保
険
Ｑ
＆
ＡＡ

Ｑ
　
雇
用
保
険
っ
て
何
で
し
ょ

　
う
か
？

Ａ
　
失
業
保
険
と
い
う
と
イ
メ

　
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま

　
す
。
従
業
員
に
か
け
る
公
的

　
な
福
利
厚
生
制
度
で
す
。
そ

　
の
他
に
事
業
主
へ
の
助
成
金

　
制
度
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
従
業
員
を
雇
う
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
手

　
続
き
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
　
雇
用
保
険
に
加
入
す
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。（
場
合
に
よ

　
っ
て
は
他
の
社
会
保
険
関
係

　
も
手
続
き
が
必
要
で
す
）

Ｑ
　
雇
用
保
険
の
手
続
き
は
組

　
合
で
可
能
で
す
か
？

Ａ
　
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
出

　
勤
簿
な
ど
の
必
要
な
帳
簿
類

　
も
お
渡
し
し
ま
す
。

Ｑ
　
一
人
親
方
労
災
保
険
の
加

　
入
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

　
か
り
ま
す
か
？

Ａ
　
月
々
の
組
合
費
等
が
四
千

　
九
百
円
（
内
、
組
合
費
…
二

　
千
四
百
円
・
支
部
費
…
五
百

　
円
・
積
立
金
…
二
千
円
）
と
、

　
労
災
保
険
料
で
す
。
労
災
保

　
険
料
は
、
加
入
す
る
日
額
で

　
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ
　
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し

　
た
が
、
労
災
保
険
は
ど
う
な

　
り
ま
す
か
？

Ａ
　
株
式
会
社
で
も
、
従
業
員

　
を
雇
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
一

　
人
親
方
労
災
保
険
で
結
構

　
で
す
。
従
業
員
が
い
る
場
合

　
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
全
建
愛
知
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
も
労
災
保
険
の
説
明
が
ご

　
ざ
い
ま
す
。
是
非
ご
参
考
く

　
だ
さ
い
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
一
人
親
方
労
災
保
険
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
所
の
労
災
・
雇
用
保
険
も
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
規
模
は
愛
知
県
内
ト
ッ
プ

Ｑ
　
従
業
員
の
雇
用
保
険
料
は

　
ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
で

　
す
か
？

Ａ
　
月
々
の
お
給
料
総
額
に
従

　
業
員
の
負
担
率
を
か
け
て

　
く
だ
さ
い
。
上
記
に
計
算
例

　
を
載
せ
ま
し
た
。

Ｑ
　
雇
用
保
険
料
が
免
除
さ
れ

　
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

Ａ
　
従
業
員
が
年
度
当
初
（
四

　
月
一
日
）
に
満
六
十
四
歳
以

　
上
で
あ
れ
ば
、
事
業
主
・
従

　
業
員
と
も
に
雇
用
保
険
料
が

　
免
除
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
も

　
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　
か
？

Ａ
　
以
下
の
条
件
を
二
つ
と
も

　
満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

①
　
一
週
間
に
二
十
時
間
以
上

　
働
く
こ
と
。

②
　
六
ヶ
月
以
上
雇
う
見
込
み

　
が
あ
る
こ
と
。

※
問
合
　
労
働
保
険
課
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
〃
　
　
髙
橋
　
由
さ
ん

　
　
〃
　
　
布
目
　
清
さ
ん

　
優
秀
賞
の
伊
東
喬
さ
ん
に
は

二
万
円
分
の
商
品
券
を
、
佳
作

の
三
名
の
方
に
は
五
千
円
分
の

商
品
券
を
、
そ
の
他
の
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。
 

　
多
く
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、

　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
八
月
号
で
募
集

し
ま
し
た
安
全
標
語
は
、
八
十

二
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
労
働
対
策
部
で
四
点
が
選
考

さ
れ
、
十
月
の
執
行
委
員
会
で

優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

〈
優
秀
賞
〉
伊
東
　
喬
さ
ん

〈
佳
　
作
〉
石
原
奈
々
さ
ん
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
秀
賞
・
佳
作
は
機

関
紙
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

入
っ
て
安

入
っ
て
安
心心
、、

まま
か
せ
て
安

か
せ
て
安
心心

特特　 集集

全
建
愛

全
建
愛
知知

月々の計算例（建設業）

総支給額が30万円の場合

300,000円×5/1000＝1,500円

これが従業員の給与天引き分で
す。お給料が変われば、保険料
も変わります。毎月計算してく
ださい。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

事業所労災+事業主特別加入

従業員のケガは、元請労災！

従業員がいる

親族以外の従業員

同居している家
族従事者は、従
業員ではありま
せんので、事業
主と同じように
特別加入が必要
です。

㈱△△建設

事業主 役員

法人の役員は、
従業員ではあり
ませんので、事
業主と同じよう
に特別加入が必
要です。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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一人親方労災保険

一人親方は、元請・下請に関係なく、自
分自身の一人親方労災保険が適用されま
す。

従業員がいない

家族従事者

一人親方

一人親方 一人親方

一人親方

同居している家
族従事者は、従
業員ではありま
せん。一人親方
労災保険に加入
しないと、労災
保険は適用され
ません。

従業員扱いをし
ていないと、グ
ループで請負っ
ているとみなさ
れます。全員が
一人親方労災保
険の加入対象で
す。

親族以外の従業員

平成21年11月1日～30日

労働保険適用促進月間

一人でも

従業員を1人でも雇用する事業主の皆
さんは、労働保険（労災保険・雇用保
険）に加入しなければなりません。

労働保険。
雇ったら、入ろう。

優
秀
賞
の
安
全
標
語

確
か
め
て

安
全
確
認

優
秀
賞
は
伊

優
秀
賞
は
伊
東東
喬喬
さ
ん
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

安全標語決定

た
か
し

お給料総額（従業員に支払った通勤手当等各種手当
　　　　　　を含めた総額）×雇用保険率

＜雇用保険料＞

従業員負担率事業主負担率事業内容

4／10007／1000
一般事業

（製造業など）

5／10009／1000建設の事業

○○建築

事業主 家族従事者

再
確
認

労
働
対
策
部



　西支部では「第1回の住宅デー」
を8月30日（日）、　㈱名西住建（組
合員／後藤武雄さん）との共催で実
施しました。
　当日は、「衆議院選挙の投票日」
と重なり人出を心配していました
が、各コーナー共に大勢の人たちが
集まって来て、パンフレットを見な
がら係員の説明を熱心に聞いてい
ました。

　特に人気のあったのは「太陽光発電」のコーナーで、「費用はどのぐらい
掛かるのか？」・「耐用年数は何年ぐらいか？」とか「補助金は出るのか？」
と言った質問があり、一般の人たちも「エコ」に興味をもっていることが解
りました。
　また、　午後からは住対部長の鈴木氏
を講師として、「地震に強い家づくり（耐
震改修計画）」についての「学習会」を行
い、一般の人や工務店関係者が15名ほど
参加して、プロジェクターを通して映し
出される画像を交えた説明を熱心に聞き
勉強をしました。
　　　　　　　　　　　【青木繁通信員】
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西支部／第1回住宅デー＆学習会 ８月30日

子
ど
も
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す

役
員
の
方
々

大勢の人が来場しました

　
　8月23日（日）豊田市美鳥
里ボウルにて、老若男女、あ
わせて114名の参加があり、
青年部主体となって企画した
親睦ボウリング大会を開催し
ました。
　稲本支部長の挨拶で始ま
り、ゲームに入ると時間の過
ぎる
のも
早く

ストライクでの賞品、スペア・ガーターでの賞
品と2ゲームの中では賞品が足りませんでした
が、笑顔や「やったぁ！」など声援が多かった
のが印象的でした。
　成績発表では、優勝は松井誠さんでした。
　表彰後、ビンゴゲームに入りたくさんの賞品
を手に、来年もやろうと誓い、今から熱の入れ
ようでした。
　　　　　　　　　　　　　【冨岡勝男通信員】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

ストライク　やったぁ！
豊田支部／ボウリング大会 ８月23日

百
十
四
名
の
大
勢
の
方
が
集
ま
っ
た

見事、優勝した松井誠さん

　
九
月
六
日
（
日
）
緑
支
部

主
催
の
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
の
旅
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
過
ぎ
、
緑
区

役
所
を
バ
ス
二
台
総
勢
六

十
八
名
に
て
、
一
路
、
大

津
へ
向
い
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
岸
道
、
東
名
阪

道
と
二
年
前
に
で
き
た
、

新
名
神
高
速
道
を
快
走

し
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
前
に
着
き
ま
し
た
。

　
早
速
、
琵
琶
湖
周
遊

船
ミ
シ
ガ
ン
丸
に
乗

船
し
、
途
中
、
ア
メ
リ

カ
の
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
、
琵
琶
湖
を
吹
く

心
地
良
い
風
を
受
け

な
が
ら
、
ア
ッ
と
い
う

間
の
一
時
間
の
船
旅
で
し

た
。
　
そ
の
後
、
滋
賀
県
竜
王

町
に
あ
る
近
江
牛
の
本

場
、
岡
喜
本
店
で
食
事
を

し
ま
し
た
。
　

　
美
味
し
い
肉
を
た
っ
ぷ

り
味
わ
え
、
大
変
満
足
で

し
た
。
ま
た
、
名
神
高
速

道
に
戻
り
長
浜
市
に
あ

る
、
黒
壁
ス
ク
エ
ア
と
い

う
ガ
ラ
ス
工
芸
等
で
有
名

な
街
を
散
策
し
ま
し
た

が
、
買
う
の
で
は
な
く
見

る
だ
け
で
も
楽
し
い
所
で

し
た
。

　
午
後
六
時
前
、
緑
区
役

所
に
無
事
到
着
。
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。
　
　
　

【
太
田
喜
久
夫
通
信
員
】
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緑
支
部
／
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
旅

９月６日
美味しいお肉をモクモクと…

心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
て

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
旅
を
満
喫

　
　9月8日（火）午前9時30分
から、尾西生涯学習センターで
一宮支部主婦の会主催のナチ
ュラルクッキングの講習会を
催しました。
　会員の親睦を深め、今以上に
家族の健康管理に努めようと、
9人の主婦が奮闘しました。
　今回は、「できる限り砂糖を
使わずに」をテーマに、ひじき
の煮物、根菜のきんぴらなど、
砂糖を使用せず、野菜本来の甘
味で、こんなにも美味しく調理

できるものだと感動しました。
　レンコンをすりおろして、油で揚げたウナ
ギもどきのかば焼きには、つい笑顔が…。
　講師より、「最初の1口は、100回噛みま
しょう」との一声に、噛めば噛むほど玄米の
甘みが、口の中に広がりました。
　出来上がった料理を囲んで、会話も弾み、
改めて「食」の大切さを痛感した貴重な講習
会でした。　　　
　　　　　　　　　　　　【石黒明美　記】
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一宮支部主婦の会／ナチュラルクッキング ９月8日

美味しく調理でき、感動

美
味
し
く
出
来
ま
し
た

今
日
の
献
立
で
す

　
八
月
二
十
八
日
（
金
）

～
三
十
日
（
日
）
、
組
合
員

と
そ
の
家
族
二
十
八
名

で
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
＆
シ
ー
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。

　
夏
休
み
最
後
の
週
末

と
あ
っ
て
、
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
長
蛇
の
列
。

　
最
初
に
乗
っ
た
ビ
ッ

グ
サ
ン
ダ
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
は
ス
リ
ル
満
点
！

　
パ
レ
ー
ド
を
見
て
い

る
だ
け
で
も
楽
し
く
、
夜

の
エ
レ
ク
ト
リ
カ

ル
パ
レ
ー
ド
は
電

飾
が
と
て
も
キ
レ

イ
で
感
動
し
ま
し

た
。
　
翌
日
の
シ
ー
は
、

台
風
十
一
号
の
影

響
で
朝
か
ら
小
雨

が
降
っ
て
い
ま
し

た
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
仲
間
た
ち
も
カ

ッ
パ
姿
で
パ
レ
ー
ド
を

し
て
い
ま
し
た
。
　
ミ
ッ

キ
ー
や
ミ
ニ
ー
を
真
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
最

高
で
し
た
。

　
各
家
庭
別
の
行
動
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
帰
路
に
着
く
ど
の
子

の
顔
も
幸
せ
そ
う
で
夢

と
魔
法
に
か
け
ら
れ
た

楽
し
い
夏
の
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
夢
の
企
画
に

感
謝
・
感
謝
で
す
。

　
【
相
宮
裕
美
子
　
記
】
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港
支
部
／
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー

夢
の
国
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

８月28日
　～30日

ミッキーと一緒

八
月
二
十
三
日
（
日
）
、

岡
崎
支
部
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
岡
崎
エ
ー
ル
ボ
ウ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
い
へ
ん
暑
い
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
二
十
九
名
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
こ
れ
ま
た
恒

例
の
植
田
支
部
長
の
始
球
式

で
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
で
す
。

今
年
は
特
に
夏
休
み
中
と

あ
っ
て
お
子
様
連
れ
の

若
い
ご
夫
婦
の
参
加
が

多
く
、
賑
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

若
い
方
の
新
規
参
入

で
、
今
年
の
勝
者
は
い
か

に
…
と
思
い
き
や
、
優
勝

は
（
ジ
ャ
～
ン
！
）
昨
年

に
引
き
続
き
、
柴
田
英
雄

さ
ん
。
　
二
ゲ
ー
ム
の
ト

ー
タ
ル
三
百
九
十
六
点
。

（
す
ご
す
ぎ
る
！
）
昨
年

の
記
録
を
更
新
さ
せ
、
ま
た

ま
た
断
ト
ツ
T
O
P
で
優
勝

の
栄
誉
と
賞
品
の
ビ
ー
ル
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
賞
品
と
い
え
ば
、

二
年
連
続
ブ
ー
ビ
ー
賞
の
K

く
ん
は
、
大
好
き
な
カ
ニ
缶

を
G
E
T
し
て
、
二
ッ
コ
二

コ
で
し
た
！

　
【
村
瀬
千
夏
子
通
信
員
】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

今
年
の
勝
者
は
い
か
に

８月23日

さ
ぁ
ー
投
げ
る
ぞ

それー



★

★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★

★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★

★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　９月16日（水）午前11時30分よ

り、金山のホテルグランコート名古屋

の中国料理「花梨」にて、瑞穂支部主

婦の会の食事会を開きました。　　　

　29階からの素晴しい景色を眺めな

がら、期間限定メニューの「アンチエ

イジング・ランチ」をいただきました。

　ハーブ・コラーゲン・イソフラボン・

カロテンなど美肌効果や体内浄化、し

みそばかす予防作用のある食材を使

った中国料理とは思えないような、

さっぱりとした味つけでした。　　

　順番に出される9品の料理を次々

と堪能し、「明日はきれいになってる

かも？」と盛り上がりました。　　　

　参加された皆さんは大満足で話も

はずみとても楽しい一時を過ごしま

した。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　【植北悦子　記】
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美味しい料理に大満足
瑞穂支部主婦の会／食事会 ９月16日

楽しい会話も弾んでいます

参
加
者
の
皆
さ
ん

九
月
十
三
日
（
日
）
、
木

曽
川
支
部
主
催
の
秋
レ
ク
を

「
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
日
帰
り

旅
行
」
と
称
し
て
行
い
ま
し

た
。さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も

と
、
参
加
者
総
数
六
十
四
名
・

バ
ス
二
台
で
、
名
神
高
速
道

路
に
て
京
都
に
向
け
出
発
。

　
懸
念
し
て
い
た
渋
滞
に
も

合
わ
ず
、
予
定
通
り
嵐
山
に

到
着
し
ま
し
た
。

少
し
早
め
の
昼
食
を
頂

き
、
嵯
峨
野
駅
か
ら
ト
ロ

ッ
コ
列
車
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
保
津
川
を
右
、
左

に
眺
め
、
保
津
川
下
り
の

遊
覧
船
の
観
光
客
と
手
を

振
り
合
い
ま
し
た
。

列
車
で
は
、
駅
員
さ
ん

扮

す

る
「
鬼
」
が
現

れ

（
不
定
期
）
し
ば
し
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。
往
復
五
十
分
程
の

ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
堪
能
し
た

後
、
「
丹
下
左
膳
」
で
有
名

な
大
河
内
伝
次
郎
の
別
邸

「
大
河
内
山
荘
」
で
抹
茶
を

頂
き
、
広
大
な
邸
内
を
散
策

し
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駐
車
場
迄
の
道

の
り
を
静
寂
で
優
雅
な
竹
林

を
通
り
、
嵐
山
渡
月
橋
あ
た

り
で
は
大
勢
の
観
光
客
に
出

会
い
ま
し
た
。

帰
路
、
井
筒
八
ツ
橋
工
場

で
八
ツ
橋
の
試
食
と
土
産
物

を
買
い
一
路
木
曽
川
へ
。

高
速
道
で
事
故
あ
り
の
情

報
。
一
般
道
を
迂
回
し
帰
着

し
ま
し
た
。
　

【
奥
村
与
志
美
通
信
員
】
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木
曽
川
支
部
／
京
都
 嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
旅

ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
堪
能

９月13日

ト
ロ
ッ
コ
に
揺
ら
れ
な
が
ら

真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
秋
晴
れ
の
も
と
、
昭
和

支
部
と
主
婦
の
会
は
、
九

月
二
十
七
日
（
日
）
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
に
行
き
ま
し

た
。近

藤
昭
一
衆
院
議
員
、

奥
村
文
洋
市
会
議
員
の
お

見
送
り
を
受
け
、
六
十
三

名

を
乗
せ
た

バ
ス

は
大
阪

へ
向
け
発
車

オ
ー
ラ
イ
。

途
中
、
車
炎

上
の

事
故
現

場

を
無
事
通

過
。
組
合
の
医

療
保
険
制
度

の

D
V
D

を

見
な

が
ら

お

昼
前
に
到
着
。

　
ゲ

ー

ト

を

く
ぐ
る
と
、
く
も
の
子
を

散
ら
す
よ
う
に
思
い
思
い

の
場
所
へ
。
初
め
て
の
人

は
右
往
左
往
。
一
つ
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
る
の

に
、
二
時
間
は
当
た
り
前
。

や
っ
と
会
場
に
入
る
と
そ

こ
は
不
思
議
な
世
界
が
広

が
り
、
自
分
が
ス
パ
イ
ダ

ー
マ
ン
に
な
っ
た
気
分
で

す
。
時
間
が
な
く
二
つ
の

会
場
し
か
見
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
五
会
場
も
入
れ

た
す
ご
い
ご
家
族
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
子
供
さ
ん
も

楽
し
か
っ
た
と
口
々
に
。

無
事
故
で
よ
か
っ
た
で

す
。
【
佐
藤
詔
子
通
信
員
】
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昭
和
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

不
思
議
な
世
界
へ
…

9月27日

たくさんの方が参加しました

　９月27日（日）東海支部の秋
レクの日帰り旅行が行われまし
た。
　行先は、今話題の浜名湖立体花
博2009と舘山寺温泉へ向かい
ました。
　まず、最初に花博見学。現地は
ゆるやかな坂道とはいえ、気温
30度、皆さん額に汗しながらも、
軽やかに足を運んでいました。
　バリアフリーにもなっており、

障害者の方やベビーカーでも安心して来られるところでした。
　国内・外のモザイカルチャーの様々な展示物が、とても雄大でした。
　お楽しみの昼食は、舘山寺のレイクホテル花乃井です。
　お膳いっぱいの品数と、やはり、う
なぎが乗ったご飯に皆さん大満足。ま
た、温泉で花博での汗を流してサッパ
リ！スベスベ！
　帰途、うなぎファクトリー・航空自
衛隊浜松広報館エアパークに寄り、無
事帰着。
　役員の皆さん、ありがとうございま
した。　　　　　　　【永柳茂通信員】
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東海支部／花博＆舘山寺温泉の旅 9月27日

立
体
的
な
富
士
山
の
前
で

う
な
ぎ
を
夢
中
に
食
べ
て
い
ま
す

立体花博ここに技あり！

　
九
月
二
十
七
日
（
日
）
、

総
勢
四
十
三
名
、
一
宮
・
中

支
部
の
合
同
レ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
行
先
は
洞
戸
観
光
や
な
、

中
支
部
に
青
年
部
が
再
設
立

し
初
め
て
の
青
年
部
レ
ク
、

お
互
い
に
親
睦
を
深
め
楽
し

い
一
日
を
過
ご
そ
う
と
一
宮

支
部
長
か
ら
の
提
案
で
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
日
は
、
本
部
よ
り
杉
浦

青
年
部
部
長
と
春
日
井
支
部

よ
り
、
私
よ
り
大
き
な
中
西

青
年
部
幹
事
が
、
中
支
部
青

年
部
の
人
に
逢
い
た
い
と
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
子
供
た
ち
が

鮎
の
つ
か
み
取
り
。
魚
を
つ

か
ま
え
よ
う
と
右
へ
左
へ
と

大
は
し
ゃ
ぎ
。
大
人
は
釣
り

堀
で
鱒
釣
り
、
魚
も
お
腹
が

空
い
て
い
る
の
か
す
ぐ
に
釣

れ
る
の
で
大
騒
ぎ
、
と
皆
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
　

　
さ
あ
次
は
、
私
た
ち
の
食

事
の
番
。
席
に
着
く
と
一
人

に
鮎
が
七
匹
（
フ
ラ
イ
・
お

さ
し
み
・
干
物
・
焼
き
鮎
・

鮎
ぞ
う
す
い
等
）
。
皆
さ
ん
集

合
時
間
も
気
に
せ
ず
、
食
事

に
お
酒
に
酔
い
し
れ
和
や
か

な
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
う
だ
つ
の
上
が

る
街
並
み
」
に
も
寄
り
ま
し
た
。

　
今
日
は
美
味
し
い
食
事
・

お
酒
、
そ
し
て
水
琴
窟
の
美

し
い
音
色
と
、
そ
れ
に
も
増

し
て
一
宮
支
部
と
の
楽
し
い

交
流
等
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
企
画
を
頑
張
っ
て
く
れ
た

青
年
部
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
　
　
【
野
田
眞
次
通
信
員
】
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中
支
部
／
鱒
釣
り
・
鮎
つ
か
み
ツ
ア
ー

９月２７日

た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
物
を
い
た
だ
き
ま
し
た

大はしゃぎの鮎つかみ取り

　9月27日（日）、秋の日帰り旅行／伊勢神宮
参拝・鳥羽水族館と海の幸満喫プランへと出発
進行です。
　今回は、大人72名・子ども14名の38家族が
参加しました。
　いい天気に恵まれ、楽しくバスの中で、ビン
ゴゲームをやり、バスは渋滞にあうことなく、
最初の目的地の伊勢神宮に着きました。
　皆さん、参拝とおかげ横丁でお土産を買い、
昼食会場の戸田家では、海の幸を堪能していま
した。
　最後に鳥羽水族館では、
色々な魚を楽しく見学して
いました。
　今回も無事何事もなく楽
しくレクリエーションがで
きました。
　まだ、この様な支部レクリ
エーションに参加されてい
ない方も参加を待っていま
す。　　　　【寺田久通信員】
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中川熱田支部青年部／伊勢神宮 海の幸満喫の旅 ９月27日

 海の幸を堪能しました

海
の
幸
盛
り
だ
く
さ
ん

乾
杯
の
ご
挨
拶
を



　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
の
た
め
、
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
工
事
協
力
事
業
所
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
経
営
事
項
審

査
に
お
い
て
十
五
点
加
算
さ
れ

る
た
め
、
公
共
工
事
を
請
け
負

う
業
者
に
は
た
い
へ
ん
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
予
定
の
「
全

建
愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲

載
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
一
月
三
十
日
（
月
）

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協協
力
事
業
所

力
事
業
所

経
審
で
「
十
五
点
」
加
算
さ
れ
ま

経
審
で
「
十
五
点
」
加
算
さ
れ
ま
すす

　
愛
知
労
働
局
の
登
録
教
習

機
関
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
愛
知
建
設
技
術
講
習
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
型
枠
支
保
工

の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技

能
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
組
合
員
外

で
も
受
講
で
き
ま
す
）

【
実
施
科
目
】

・
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作

　
業
主
任
者
技
能
講
習

　
（
登
録
番
号
第
1
2
9
8
号
）

■
日
程
　
十
一
月
十
九
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
 二
十
日
（
金
）

■
〆
切
　
十
一
月
十
一
日
（
水
）

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
資
格
　

①
十
八
歳
以
上
で
、
受
講
す
る
講

　
習
の
当
該
作
業
に
三
年
以
上

　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・

　
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校

　
に
お
い
て
土
木
又
は
建
築
に

　
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
卒
業

　
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以

　
上
受
講
す
る
講
習
の
当
該
作

　
業
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

　
る
者
。

■
受
講
料

　
一
万
円

　
　
（
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
）

　
※
但
し
、
一
部
講
習
免
除
者

　
　
に
つ
い
て
は
八
千
円
。

■
備
考
　

①
こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受
講
し
、

　
規
定
の
成
績
を
得
た
者
に
技
能

　
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、
開

　
催
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　

　
下
記
に
ご
記
入
い
た
だ
き
胃

　
に
て
お
送
り
い
た
だ
く
か
組

　
合
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
ま
で
お

　
電
話
く
だ
さ
い
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加

第
二
回
消
費
税
申
告
講
習
会

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
木
）

※
詳
細
は
十
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

白
色
・
青
色
記
帳
講
習
会

　
し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
各
経
費
等
が
認
め
ら
れ
ず
、

税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費
で
再

計
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
月
々

の
仕
事
の
ま
と
め
や
税
額
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、
講

習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
白
色
・
青
色
記
帳
（
特
別
控

除
十
万
円
）
講
習
会
で
は
、
所

得
取
り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
記

帳
の
仕
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

告
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　
所
得
が
高
く
家
族
従
業
員
が
い

る
場
合
、
青
色
申
告
が
有
利
で
す
。

　
初
め
て
記
帳
を
さ
れ
る
方
や
不
慣

れ
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
白
色
／
十
二
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
青
色
／
十
二
月
十
日
（
木
）

■
時
間
　
各
講
習
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

税
金
学
習
デ
ー

　
年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴

収
・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得

税
・
消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど
、

税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不
安
や

疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
二
月

開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申
告
学

習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
今
回
も
よ
り
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
十
二
・
一
月
開
催
の
全
建

愛
知
会
館
の
ほ
か
各
出
先
事
務

所
で
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

　
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

　
に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。（
一
組
・
一
時
間
程
）

【
春
日
井
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
火
）

【
岡
崎
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
八
日
（
火
）

【
豊
橋
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
五
日
（
火
）

テ
ィ
グ
レ
に
よ
る
講
習
会

■
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
六
時
～
八
時

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
対
象
　
全
建
愛
知
組
合
員
及

　
び
未
加
入
者
の
方
（
未
加
入

　
者
の
方
も
お
誘
い
合
わ
せ
の

　
上
お
越
し
く
だ
さ
い
）

■
内
容
　
・
税
務
調
査
と
は
～

　
寸
劇
に
て
・
会
計
ソ
フ
ト
紹

　
介
・
個
別
相
談

■
備
考
　
講
師
は
、
テ
ィ
グ
レ

　
が
行
い
ま
す
。
　

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修

　
理
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

襖 鴬横横横横

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う

　
事
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価

　
申
請
の
加
点
対
象
と
な
る
防

　
災
協
定
の
災
害
応
急
活
動
等

　
に
該
当
す
る
た
め
、
十
五
点
加
点

※
た
だ
し
、
証
明
書
が
必
要
と

　
な
る
た
め
、
組
合
に
申
請
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
九
月
二
十
二
日
（
火
）
～
二

十
四
日
（
木
）
の
三
日
間
、
全

建
総
連
第
二
十
五
回
全
国
青
年

技
能
競
技
大
会
が
鳥
取
県
米
子

市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
て
三
十
八
県
連
・
組

合
八
十
二
名
（
内
、
一
名
韓
国

選
手
）
の
参
加
の
も
と
、
開
催

し
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
豊
田
支

部
の
濵
口
順
也
さ
ん
（
三
十
四

才
／
大
工
）
と
、
西
支
部
の
小

出
和
正
さ
ん
（
三
十
三
才
／
大

工
）の
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
へ
の
参
加
に
向
け
、
三

名
の
講
師
の
下
で
課
題
で
あ
る

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
の
講
習

を
受
け
、
繰
り
返
し
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
開
会
式
・
課
題
説

明
を
経
て
、
二
日
目
い
よ
い
よ

競
技
が
開
始
し
ま
し
た
。

　
八
十
名
を
超
え
る
選
手
が
、

一
斉
に
作
業
に
取
り
掛
か
る
様

は
壮
観
で
す
。

　
製
図
・
加
工
・
組
立
の
一
連

の
作
業
を
六
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
選
手
た
ち
の
集

中
力
の
高
さ
が
見
て
い
る
側
に

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
作
品
に
つ
い
て
は
、
濵
口
さ

ん
は
時
間
内
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
小
出
さ

ん
は
惜
し
く
も
完
成
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
三
日
目
に
は
、
表
彰
式
・
閉

会
式
が
行
な
わ
れ
濵
口
さ
ん
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
技
術
・
技
能
の
習
得
の
み
な

ら
ず
、
他
県
連
・
組
合
の
選
手

と
の
交
流
も
は
か
る
こ
と
も
で

き
、
得
る
も
の
の
多
い
大
会
で

あ
り
ま
し
た
。

　
三
十
五
才
以
下
の
組
合
員
の

皆
さ
ん
、
是
非
、
参
加
を
検
討

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

慎重に作業をする小出さん

節
目
の
二
十
五
回
大

節
目
の
二
十
五
回
大
会会

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
出
場

全 建 総 連

賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

各
種
税
金
講
習
会
開
催

受 講 者
募 集 中

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ
い

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業業
主
任
者

主
任
者

技
能
講
習
会
開
催

技
能
講
習
会
開
催
のの
予
定
予
定

ＮＰＯ事務局

最
終
確
認
を
す
る
濵
口
さ
ん



　
昭
和
区
川
名
町
で
全
建
愛
知

が
設
立
さ
れ
た
地
に
あ
る
の

が
、
昭
和
支
部
で
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
三

日
、
桜
山
の
近
く
の
国
鉄
の
施

設
、
戸
田
荘
で
第
一
回
の
昭
和

支
部
結
成
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
数
は
五
十
五
人
、
年

間
の
予
算
は
三
十
八
万
円
で
し
た
。

　
昭
和
区
は
、
名
古
屋
の
中
心

よ
り
や
や
東
に
位
置
し
、
地
下

鉄
も
東
西
南
北
通
り
、
大
き
な

医
療
機
関
や
文
教
施
設
や
緑
も

多
く
、
昔
か
ら
居
住
環
境
に
恵

ま
れ
た
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昭
和
支
部
も
結
成
か
ら
三
十

年
、
組
合
員
数
も
二
百
四
十
人

程
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
三
百
五
十
人
ほ
ど

で
し
た
が
、
新
加
入
よ
り
脱
退

者
が
多
く
約
百
名
減
少
し
ま
し
た
。

　
毎
月
第
三
木
曜
日
に
川
原
神

社
で
支
部
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
拡
大
運
動
・
仕
事
や

健
康
保
険
制
度
を
守
る
運
動
・

支
部
レ
ク
の
記
念
写
真

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

一
宮
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
三
十
一
日
（
土
）
～

　
　
　
　
十
一
月
一
日
（
日
） 

■
会
場
　
極
楽
寺
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
彩
雲
館

海
部
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
火
）

■
会
場
　
美
和
町
役
場

津
島
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
十
一
月
五
日
（
木
）

■
会
場
　
蛭
間
小
学
校

岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
七
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
　
八
日
（
日
）
 

■
会
場
　
岡
崎
公
園

天
白
支
部
／
伊
勢
路
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
勢
神
宮
・
鳥
羽
水
族
館
等

中
支
部
／
め
ち
ゃ
ん
こ
i
n
静
岡

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
焼
津
等

尾
北
支
部
／
U
S
J
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

海
部
支
部
／
温
泉
＆
バ
イ
キ
ン
グ
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
昼
神
温
泉

千
種
・
東
支
部
合
同
レ
ク
／
親
睦
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
～
三
十
日
（
月
）

■
行
先
　
和
倉
温
泉

東
海
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程
　
十
二
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
江
美

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
⑳

こ
ん
に
ち
は
！
昭
和
支

こ
ん
に
ち
は
！
昭
和
支
部部
でで
すす

中
川
熱
田
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
熱
田
区
役
所

豊
橋
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
昼
神
温
泉

中
村
支
部
／
栗
ス
イ
ー
ツ
食
べ
歩
き

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
信
州
小
布
施

南
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
下
呂
温
泉
・
郡
上
八
幡

守
山
支
部
青
年
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
つ
ま
恋

北
支
部
／
温
泉
と
リ
ン
ゴ
狩
り

■
日
程
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
木
曽
路

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

緑
支
部
／
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
七
日
（
土
）

■
会
場
　
鳴
海
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
申
込
・
問
合
　
佐
藤

　
℡
０
９
０
―
３
５
５
２
―
２
４
１
６

天
白
支
部
主
婦
の
会
／
手
作
り
教
室

　
（
メ
ガ
ネ
ス
タ
ン
ド
＆
チ
ェ
ス
ト
）

■
日
程
　
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

■
会
場
　
天
白
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
二
千
円
（
食
事
付
）

■
定
員
　
十
六
名

■
持
参
　
ハ
サ
ミ
・
タ
オ
ル
・

　
　
　
　
セ
ロ
テ
ー
プ

■
申
込
・
問
合
　
森
安

　
℡
・
胃
０
５
２
―
８
０
１
―
７
６
６
５

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
花
　
講
習
会

■
日
程
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
瑞
穂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
八
百
円
（
軽
食
付
）

■
持
参
　
ハ
サ
ミ

■
申
込
・
問
合
　
服
部

　
℡
０
５
２
―
８
５
２
―
４
６
８
７

緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
寄
せ
植
え
＆
食
事
会

■
日
程
　
十
二
月
十
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
～

■
会
場
　
サ
ン
リ
ョ
ー
緑
店

■
会
費
　
二
千
円

■
〆
切
　
十
一
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
福
島

　
℡
・
胃
０
５
２
―
６
２
１
―
３
９
０
３

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
程
　
十
二
月
二
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

■
会
場
　
さ
ぶ
り
な

■
会
費
　
千
五
百
円

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
日

■
備
考
　
参
加
の
方
は
、
氏
名
・

　
住
所
・
℡
・
胃
を
明
記
の
上
、

　
胃
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
酒
井

　
胃
０
５
８
６
―
４
５
―
４
５
３
８

※
皆
さ
ん
、
楽
し
い
支
部
レ
ク
等

　
へ
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　今では、お金のかからないマラソンをしています。
　走っている時は、本当に苦しいですが、ゴールした時の快感は最
高です。
　今は、名古屋シティマラソンに向けて練習中です。（ボチボチと
体を壊さない程度に…）

青年部副部長

 佐野 　 貴紀 
さの たかのり

　こんにちは、僕は南支部の佐野です。
　本部青年部では名ばかりですが、副部長をさせて
もらってます。
　前回、記事を書かせてもらった時は、ダーツが趣
味で毎日のようにダーツバーに通っていましたが、
あれから月日もながれ、僕も結婚しました。

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

マラソン仲間と一緒に

　青年部では少しずつです
が、参加してもらえる方も
増え、盛り上がってきてい
ます。
　毎年恒例のレクリエーシ
ョンや餅つきなど、まだま
だ楽しい行事が盛りだくさ
ん！！
　ぜひ、皆さんご参加くだ
さい。

【佐野貴紀
　　　青年部副部長　記】

八つ橋づくり 頑張っています

特
に
組
合
員
さ
ん
に
組
合
や
支

部
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
施
策
を
考
え
、
青
年
部
・

主
婦
の
会
の
役
員
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
政
権
交
代
も
あ
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
も
少
し
は
良

く
な
る
と
期
待
が
も
て
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
【
松
山
啓
治
支
部
長
　
記
】

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖
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概
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概
概
概
概
概
概
概
概
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概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

現場賠償共済パートナ現場賠償共済パートナーー
「ごめんなさい」では済まない事故。どうしますか「ごめんなさい」では済まない事故。どうしますか？？

共済福祉部 ご 案 内

　全建愛知では、「現場賠償共済パートナー」を取り
扱っています。
　パートナーは、仕事の遂行（資材落下・機材倒壊等）
や遂行のために用いる施設（現場事務所・資材置場等）
によって、第三者の身体・生命を害したり、第三者の
財物を損壊したことにより、組合員の皆様が法律上の
賠償責任を負担することで被る損害を補償します。
　なお、請負業務の開始（着手）時、終了（引渡）時
を問わず、保険期間内に着手中の請負業務を補償対象
とします。

【保険期間】
12月１日から翌年12月１日午後４時までの１年間と
なります。※保険期間途中での加入も可能です。途中加入
の場合、保険料をご入金された翌日からの補償となります。
【３つのメリット】
①建設工事や増改築工事等に伴って発生するさまざま
　な賠償事故を幅広く補償いたします。
②万一事故が発生した場合の賠償資力の確保により、
　経営の安定化がはかれます。
③組合員の皆様を対象とする制度ですので、個別に加入される
　場合に比べて割安な掛金（保険料）で加入することができます。
【事故の例】
・建築中の建物の屋根から鉄板が落下し、通行人にケガを負わせた。
・クレーンが倒れ隣の民家を損壊させた。
・工事現場でコンクリートブロックの外壁が崩れ、通行人にケガをさせた。
　ご自分の責任の遂行のためにも、施主への配慮のた
めにも、「現場賠償共済パートナー」を仕事のパート
ナーとしてご検討ください。　
　加入・掛金、その他詳しくは、共済課／三好までご
連絡ください。

　
十
月
六
日
（
火
）
主
婦
の
会

日
帰
り
見
学
会
に
七
十
七
名
が

参
加
し
て
京
都
へ
。

　
お
目
当
て
は
十
円
玉
で
お
な

じ
み
の
宇
治
平
等
院
。
極
楽
浄

土
の
宮
殿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と

さ
れ
る
鳳
凰
堂
は
、
中
堂
・
左

右
の
翼
廊
・
尾
廊
か
ら
な
り
、

文
字
通
り
鳥
が
羽
を
広
げ
た
よ

う
で
す
。
典
雅
な
気
品
あ
る
そ

の
た
た
ず
ま
い
は
、
そ
ぼ
降
る

秋
雨
に
風
情
を
増
し
て
い
ま
し
た
。

　
隣
接
の
博
物
館
に
は
、
平
安

時
代
の
文
化
財
や
宝
物
類
が
多

数
展
示
さ
れ
て
お
り
、
優
美
に

繊
細
に
彫
り
上
げ
ら
れ
た
仏
像

に
見
と
れ
、
そ
の
荘
厳
な
雰
囲

気
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

し
た
。
仏
様
は
な
ぜ
、
皆
ハ
ン

サ
ム
な
の
で
し
ょ
う
。

　
お
昼
は
和
風
バ
イ
キ
ン
グ
。

中
で
も
く
せ
の
な
い
チ
リ
メ
ン

山
椒
は
お
す
す
め
で
す
。

　
た
ら
ふ
く
食
べ
た
後
は
、
生

八
つ
橋
作
り
に
挑
戦
。

　
各
自
個
性
豊
か
な
お
土
産
が

で
き
ま
し
た
。

　
刺
繍
館
で
は
、
裏
表
の
な
い

珍
し
い
両
面
刺
繍
や
、
ま
る
で

絵
の
よ
う
な
華
麗
な
作
品
群
に

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

　
金
山
に
着
く
頃
に
は
、
雨
も

上
が
り
一
安
心
。
平
安
と
現
代

の
美
術
の
対
比
が
面
白
く
、
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
【
平
松
千
恵
子
　
記
】

主婦の会

鳳
凰
堂
 典
雅
な
気
品

京
都
日
帰
り
研
修
旅
行

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定



◎
張
り
切
っ
た
運
動
会
！

　
『
十
月
四
日
、
町
民
運
動
会
に

夫
婦
で
「
台
風
の
目
」
と
い
う
競

技
に
参
加
。
は
じ
め
は
ケ
ガ
を

し
な
い
程
度
に
頑
張
ろ
う
、
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
ス
タ
ー
ト

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
メ
ン
バ
ー

の
人
た
ち
と
、や
る
気
に
な
っ

て
い
き
…
張
り
切
り
ま
し
た
。

お
陰
で
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
後
は
、
グ
ロ
ッ
キ
ー
』

　
【
豊
山
町
／
赤
塚
収
古
さ
ん
】

※
頑
張
り
ま
し
た
。お
疲
れ
様
で
す
。

◎
食
欲
の
秋
！

　
『
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
食
べ
る
物
が
美
味

し
く
て
美
味
し
く
て
…
』

　
【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
体
重
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。

◎
発
見
！
こ
ん
な
道
あ
ん
な
道

　
『
健
康
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た

め
に
、
一
時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
ま
し
た
。
一
時
間
っ
て

結
構
歩
け
る
の
で
家
を
ス
タ
ー

ト
し
て
、
色
々
な
道
を
開
拓
し

て
ま
す
。
新
た
な
発
見
も
あ
っ

て
楽
し
い
で
す
』

【
中
村
区
／
白
拍
子
麻
実
さ
ん
】

※
楽
し
く
歩
け
ま
す
ね
。

◎
柱
の
傷
！

　
『
高
一
の
息
子
の
身
長
が
、
主

人
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
毎
年
五
月
五
日
に

柱
に
身
長
を
付
け
て
い
る
主
人

は
、「
ま
だ
俺
の
方
が
高
い
」
と

い
い
な
が
ら
、
成
長
し
た
息
子

の
こ
と
が
嬉
し
そ
う
で
す
』

　
【
津
島
市
／
浜
田
弥
生
さ
ん
】

※
い
つ
の
間
に
か
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

◎
お
父
さ
ん
の
心
境
！

　
『
十
月
に
結
婚
し
ま
す
。
父
は

あ
ま
り
口
数
が
多
く
な
い
職
人

肌
の
人
で
す
が
、
式
が
近
づ
く

に
つ
れ
て
「
淋
し
い
な
ぁ
」
と
口

に
し
ま
す
。
私
も
そ
の
た
び
に

家
を
離
れ
る
っ
て
、
淋
し
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
』

　
【
豊
橋
市
／
鶴
田
詠
子
さ
ん
】

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑱
赤
道
が
ゼ
ロ
で
す

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
一
月
十
三
日
ま
で
に
組
合

の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

■
当
選
者

　
杉
本
富
子
さ
ん
他
十
九
名

■
十
二
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
一
月
六
日
（
金
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
秋
は
…
…
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン

④
仲
人
を
…
…
人
と
も
言
う

⑦
内
容
の
な
い
こ
と

⑨
優
勝
や
勝
利
な
ど
を
た
た
え
て

　
チ
ー
ム
や
人
に
あ
た
え
ら
れ
ま
す

⑪
銅
に
金
や
銀
を
ま
ぜ
た
合
金

⑫
野
球
の
ベ
ー
ス

⑬
…
…
は
る
ば
る
お
こ
し
く
だ

　
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
す

⑯
多
く
の
人
が
輪
に
な
っ
て
す

　
わ
っ
て
い
ま
す

⑰
平
身
低
頭
し
て
…
…
す
る

⑲
学
校
な
ど
で
お
こ
な
う
日
帰

　
り
小
旅
行

⑳
豪
雨
で
…
…
災
害
発
生
！

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
秋
の
代
表
的
な
花

②
田
畑
で
と
れ
た
…
…
物

③
七
十
歳
で
…
…
の
祝
い

⑤
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い

　
の
励
行
が
大
切
。
新
型
に
ご
 

　
用
心
！

⑥
船
や
航
空
機
の
乗
組
員

⑧
野
党
の
反
対
は
？

⑩
病
院
や
診
療
所
の
こ
と

⑪
す
し
飯

⑭
武
士
が
受
け
と
る
給
与

⑮
カ
ツ
オ
と
ワ
カ
メ
は
き
ょ
う

　
だ
い
で
す

⑰
寸
の
十
倍

※
嬉
し
い
反
面
淋
し
く
な
り
ま
す
ね
。

◎
ど
う
な
る
の
！

　
『
娘
の
学
校
で
は
、イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
学
級
閉
鎖
が
あ
り
、

周
り
で
大
流
行
中
で
す
。こ
れ
で
は

予
防
接
種
も
間
に
合
わ
な
い
で
す
』

【
中
川
区
／
横
井
三
智
子
さ
ん
】

※
深
刻
な
大
問
題
で
す
ね
。

◎
台
風
十
八
号
上
陸
！

　
『
台
風
十
八
号
、
伊
勢
湾
台
風

と
似
た
コ
ー
ス
。
更
に
強
力
と

聞
き
五
十
年
前
の
大
災
害
を
思

い
出
し
、
悪
夢
の
再
来
か
と
緊

【
編
集
後
記
】
秋
レ
ク
特

集
（
四
～
五
頁
）
と
し
て
、

十
二
支
部
の
通
信
員
さ
ん

等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
俊
介
が
通

う
保
育
園
で
運
動
会
が
あ

り
ま
し
た
。
パ
パ
も
駆
け

つ
け
、
一
緒
に
競
技
に
出

ま
し
た
。い
つ
の
間
に
か
、

す
っ
か
り
保
育
園
の
生
活

に
も
慣
れ
、
日
に
日
に
成

長
し
て
い
る
姿
に
胸
が
熱

く
な
る
思
い
で
し
た
。
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★
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★
★
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○さ 

迫
し
た
夜
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
』

　
毎
年
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
餅

つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
建
愛
知
が
地
域
の
一
員
と

し
て
、
住
民
の
方
々
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な

存
在
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、「
餅
つ
き
・
金
魚
す
く
い
・

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
・
射
的
・
丸
太

切
り
・
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会
・

風
船
配
布
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
小

物
作
り
教
室
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
楽
し
い
催
し
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
全
建
愛
知
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
十
二
月
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
備
考
　
雨
天
決
行
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
物
品
の
お
願

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
物
品
の
お
願
いい

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
収
益

金
は
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
に

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
寄
付
が
で
き
ま

す
よ
う
、
食
品
以
外
の
物
で
物

品
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
　
各
支
部
主
婦
の
会
幹
事

　
ま
た
は
、
組
合
の
中
村
・
三

　
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　全建総連では、2010年11月に結成50周
年を迎えます。その記念事業の一環として、
公募論文を募集しています。研究者の方々は
もとより、組合員・家族の仲間の皆さん、ま
た、広く一般の方にも募集をよびかけていま
す。奮ってご応募ください。
◎テ ー マ
　基本テーマ「明日の建設産業」
　サブテーマ
　①「住宅・建設産業」の軌跡と今後の展望
　②「建設労働」の軌跡と今後の展望
　③「建設労働組合」の軌跡と今後の展望
　　※①～③のいずれかを選択
◎応募資格　自由
◎応募受付・〆切
　受付開始　2009年10月1日～
　〆　　切　2010年3月末日
◎応募論文
　論文文字数　20,000字～28,000字
◎懸 賞 金
　入賞　　　①最優秀賞／50万円（1本）
　　　　　　②優 秀 賞／20万円（2本）
　※選考対象となった入賞以外の論文提出者
　　には、1万円相当の記念品を贈呈
◎発表・表彰
　発表　　　審査委員会で選考の上、2010
　　　　　　年10月上旬に、機関紙「全建総
　　　　　　連」と全建総連ＨＰ上で発表。
　　　　　　また、最優秀賞、優秀賞の3論
　　　　　　文については、冊子を発行します。
　表彰　　　最優秀1人、優秀2人の3人の方
　　　　　　々を「全建総連結成50周年記念
　　　　　　祝賀会」（2010年11月4日）　
　　　　　　の場で表彰します。
◎問　　合　全建総連「50周年記念事業」公
　　　　　　募論文担当（森・勝野）まで。
　　　　　　℡ 03-3200-6221
　　　　　　胃 03-3209-0538
　※募集の詳細（募集要項）はＨＰでもご覧いた 
　　だけます。http://www.zenkensoren.org/

全建総連結成50周年記念事業

公募論文を募公募論文を募集集してしていまいます！す！


